
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道立教育研究所 

研究・相談部 

全ての学校においては、校内研修等を通して、いじめの未然防止の取組について、全教職員の 

共通理解を図る必要があります。そこで、いじめ未然防止モデルプログラム【平成28年３月版】 

を活用し、各学校において、取組の点検・評価・見直しを行い、充実を図る際に役立つよう、「校 

内研修パッケージ」及び「基礎知識集」を作成しました。 

  

校内研修パッケージ 

①研修を担当される先生へ 

 いじめの未然防止に向けた取
組について中核となる先生が、
校内研修を効果的に実施するた
めのポイントをまとめました。
事前に準備をしておくことや、
研修に関わるＱ＆Ａなどを示し
ています。 

 

 

いじめの未然防止に関わる「知っておきたい基礎知識集」 

③パワーポイント資料 校内研修で提示するスライドと、担当者が説明する際の読

み原稿がセットになっています。 

各学校の実態に合わせて、説明内容を工夫してください。 

②進行表 研修のタイムスケジュール
です。学校の実態に応じ
て、60分で実施する研修
と30分を２回で行う研修
の２種類があります。 

④活動のマトリクス 

いじめの未然防止
に向けて、どのよ
うな教育活動を活
用するのかについ
てマトリクスにま
とめます。研修の
中心となります。 

いじめ未然防止モデルプログラムを活用しなが

ら、いじめの未然防止に向けた取組を推進する

に当たって、知っておくとよい言葉や、活用で

きる手法を紹介しています。 

（紹介していることがらの一部） 

・自己有用感 ・アサーション・トレーニング 

・構成的グループエンカウンター 

・「絆づくり」と「居場所づくり」 

・生徒指導と学習指導の関わり 

これらの資料は道研 Web ページにあります。 

http://www.doken.hokkaido-c.ed.jp/research/ijime/ 

①研修を担当される先生へ

進行表 


